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１ はじめに 

 私の開局は昭和 55 年（１９７５）年であ

る。その年の４月に札幌の当時の電波専

門学校で電話級アマチュア無線技士

（当時）の国家試験を受けた。その時、校

門の前で、おそらくハムショップであろう、

パンフレットを配っていた。今でも覚えて

いるが、３万円台、５万円台、１０万円台、

そして最終のページには、タワー、HF の

八木があがっているページがあった。１５

歳の夢は、「いつかタワーを建てて、HF

で日本全国、世界と交信を楽しみたい。」

であった。開局は TR－２２００G。２ｍの

ハンディ機である。ハンディ機と言っても、

弁当箱を一回り大きくしたくらいの大きさ

である。これに１／４λのグランドプレー

ンであった。それでも、函館市内は、楽

にカバーできた。そしてたまには７エリア

も交信できた。JA8 の後半から JH8 にか

けては養成講習会が活発に行われてい

たため、たくさんの局がいた。当時は水

晶のチャンネルで、お小遣いを貯めては

水晶発振子を買い、チャンネル数を増

やしていった。サブチャンネルがなくて、

交信できないこともあった。周囲は、同級

生も多かったが、たくさんの大人の方た

ちにかわいがってもらった。私のアマチ

ュア魂はそんな諸先輩の暖かさが原点と

なる。 

その後高校生になって、TS-520X を

親に買ってもらい、ワイヤーアンテナで、

７メガと２１メガに出ることができるようにな

った。高校も東高校。もちろん物理部ア

マチュア無線班。すぐに電信級（当時）

を取り、電信での QSO もできるようになっ

た。物理部の目標は毎年夏休みに開催

されるフィールドデーコンテストでの入賞。

日常の電信、電話もすべてこのコンテス

トへ向けての訓練であった。パイルアッ

プを落ち着いて淡々とさばけるようにな

ったのは、まさに高校時代の自己訓練で

あった。その後、教育大学でもアマチュ

ア無線クラブを創設した。 

日高管内のことは別述したが、その８

年間の間で、私はミニ講習会を開いたり、

電信を教えたり、コンテストのための野外

運動を企画したり、機関誌を作ったりと、



今度は教えていただく立場も大事にしな

がら、アマチュア無線を発展させる、み

んなの楽しみをより広げていくという使命

があることを学んだと思う。 

日高から渡島に移り、恵山でもアマチ

ュア無線クラブを創立した。（残念ながら

私がいなくなった後、自然消滅してしま

った）。恵山の８年の間で、函館に家を

建てることになり、候補地を探していた。

予算は、もちろん最優先事項ではあるが、

「ロケーションを良いところ。」も重要な事

項であった。現在の自宅は、裏に使い放

題（？）の土地があり、住宅密集地でもな

く、そして、津軽海峡を見下ろす高台に

なっている。子どもたちにとっては、自転

車で遠くまで通わせて申し訳なくも思っ

ているが、夢をまた一歩実現できたので

ある。それと同時に、自宅では、思い切り

楽しみたいということで、電話、電信級か

ら脱出し、第二級、第一級とライセンスを

取得した。勤務が終わってから毎晩勉強

した。丸暗記はしなかった。どうしてその

答えになるかをしっかりと勉強した。今は

だいぶ忘れてしまったがその基礎は役

立っていることが多い。 

その後は、結構とんとん拍子に進む。

家とほぼ同時にタワーを建て、HF の八

木、そして２ｍのスタックを上げた。パワ

ーも１００ワットまで上げた。私の開局当

時は５０ワットを超える無線局は落成検

査が必要であった。私の上げたナガラの

TA-3５1 は、７メガがダイポールだったが、

そこそこ飛んだ。そして丈夫なナガラは、

まさにその品質を証明してくれた。しかし

１００ワットにダイポールは、標準に近く、

パイルアップになかなか勝てなかったり、

結局取れなかったりした苦い経験も多い。

２００ワットまで落成検査がなかったのも

ハイパワー化の一つの要因だと思う。そ

んな頃、ローカルの OM から TL922 を安

価で譲ってもらえる話があり、準備に入

った。TL-922 にはワークバンドはなかっ

たので、１．９、３．５，７、１４、２１，２８メガ

の免許を目指した。１．９と３．５はアンテ

ナがなかったので、裏の敷地を利用して

フルサイズのダブルダイポールを張った。

平成 9 年（１９９７年）に無事落成検査に

合格することができた。今は、テレビはデ

ジタルなので、TVI は発生しにくいので

あるが、当時はアナログであり、かなり気

を遣った検査であった。 

やはり、１００ワットと５００ワットの差は

歴然であった。２００ワット仕様の無線機

が発売されたことから、２００ワット局もか

なり増えたが、５００ワットは一味違うという

のが実感である。この頃が一番アクティ

ブだったように思う。１．９メガや３．５メガ

の面白さもなんとなくわかってきた。 

平成１３年に一アマの最大空中線電

力が１ｋｗになったが、とてつもない電力

に私の野望はまだなかった。平成２9 年

に、２０年使ったナガラのアンテナを交換

することにした。その頃CQ誌に載ってい

た工人舎から発売された新しいアンテナ

に目を奪われた。エレメントが伸び縮み

し、７メガヘルツ以上のどのバンドでも、



また、バンド内のどこでも、ピタッと整合

が取れるというものである。「穴が開くほ

ど」という表現があてはまるほど、私はそ

の記事を読んだ。しかし、不安要素もあ

った。「壊れないんだろうか。」「長持ちす

るんだろうか。」これは工人舎の技術を信

じるしかない。今まで 7 メガはダイポール

だったので、八木がほしいというのもあっ

た。７メガの八木は見たことがある。モノ

バンドの２エレは相当に大きい。使って

いる方の飛びを見ると、他とずば抜けて

強い。そんな憧れがあった。いろいろ根

拠のない計算をした。「あと２０年元気に

無線をやるとすると。」と考える。ここは私

のグレードアップする最後のステージと

なると考えた。結果として、敷地ぎりぎり

で上げることができる７メガの３エレタイプ

を選んだ。月給の2か月分である。さらに、

アンテナが重たいことから、２ｍのスタック

とGPはコン柱に移し、さらにタワーを１段

かさ上げして、１８メートルにした。相当の

出費であったが、悔いはなかった。 

 

７メガ３エレに５００ワットは、痛快である。

パイルアップも、いくらかの例外を除いて、

「お先、失礼いたします。」で、「いただき

ます。」である。コンディションが下がって

きている中でも「CBH さんの信号だけが

聞こえています。」と言われたことも、何

回かある。CW はパイルアップに参加し

て、取れなかったという記憶は一度もな

い。 

 もう、十分すぎる位十分なのではあるが、

気になることが２つあった。一つは新スプ

リアス基準を TL９２２ではクリアできなさ

そうだということ。もう一つは、１０、１８、２

４メガもオンエアできるようになったが、免

許状は 1００ワットまでだし、アンプも対応

していないということである。ワークバンド

をハイパワー化し、新スプリアス基準もク

リアしたいと思うようになった。り、アンプ

を探すようになった。エキサイターを TS-

870 から FT2000 に変更することを前提

に考えると、八重洲のアンプでいきたい。

すると選択肢は自動的に一つになる

VL-1000 である。しかし、アンテナ周りで

相当の費用がかかった。家族の SWR を

上げないために、出来るだけ安価で入

手したい。オークションサイトや販売サイ

トなどを毎日のようにのぞいた。やっと納

得のできる価格で中古品であったが

VL1000 を入手することができた。ここか

ら、１ｋｗに向けての準備が始まった。 

 

２ 無線機周り地域周辺の事前準備 

（１） インターフェア対策 



 テレビの方は、デジタルになり、また、

送信所がある函館山を直視できることか

ら、テレビ放送の電界強度は十分であり、

あまり心配はしなかった。その一方、こわ

かったのは、テレホン I、そしてドアホーン

I である。ドアホーン I については、５００

ワットの時に、２軒離れた家から、家でピ

ンポンが鳴るという情報をもらい、コイル

を入れて対策をすることができた。その

家も運よくアマチュア無線をやっておら

れ、無線に対する理解があって不幸中

の幸いであったという事例である。 

 今回もアウトプット側としては、ローパス

フィルタとコモンモードフィルタを入れた。

だが、件の I は基本波である。「お守り」と

考えた方がいいのかもしれない。また、

VL-1000 のスプリアスは専門の方が驚く

ほど少ないという情報も持っていたのも

心強かった。 

 あとは、トロイダルコア（パッチインコア）

を大小相当数購入し、電源回りやケーブ

ル周りに挿入した。コモンモード電流が

外に出ていかないように抑制しようとした。 

 結構、私を悩ませたのがパソコン I。３．

５メガで送信すると、勝手に新しいウィン

ドウが開く、ハムログに勝手に文字が書

き込まれる、さらに、スリープ状態になっ

てしまう。これは外付けキーボードを使っ

た時のみに出現する症状である。コアを

いくつも入れたが止まらなかった。「３．５

に出る時は、外付けキーボードを外して、

ノートパソコンのキーボードを使えばい

い。」と思ったが、「やっぱり何とか止めた

い。」という意識で、対策方法を思考する。

キーボードの下にアルミ箔を敷いてみた。

幾分よくなったようだ。スリープ状態にな

ることはなくなった。さらにアルミ箔をパソ

コンのシャーシに落としてみた。するとド

ンピシャと止まった。 

 基本波の対策は、I が起きている側で

対策するしかない。私は、近隣の裏の草

刈りをしたり、余計な木を切ったりなど、

近所との関係が良い状態であるようにか

なり神経を使った。顔を合わせる度に、

「何か電波で障害が起こっているようなこ

とはないですか。」と声をかけた。 

 

（２） 申請書の提出 

 申請に当たって、先ず頭を悩ませるこ

とが電波防護指針のクリアである。５０ワ

ットを超える無線局においては、電波防

護指針をクリアできているかの照会書が

来る。電波を出すことによって人体に影

響がないことを証明しなければならない

のである。ダイポールなどの利得が低い

アンテナは、計算式に当てはめていくと

比較的に容易に基準の数値をクリアでき

る。ところが、利得のあるアンテナを使うと

事情は違ってくる。利得が高いということ



は、ダイポールで１００ワットのもの

が、利得が高いことで２００ワット分

にも３００ワット分にもなるということ

である。そのような場合、指針の

数値をクリアすることはできない。

私も２８メガヘルツにおいて、クリ

アできないと、通信局から指摘を

受け、計算しなおした。それには

「俯角減衰量」と「同軸減衰量」を

使う。俯角減衰量は、アンテナの高さに

おいて、指向性のある方向で受ける電磁

波に対し、地上（人間の伸長を２メートル）

と考え、垂直方向の角度によって、どれ

だけ人間が受ける電磁波の比によって

計算する。工人舎から出された垂直方向

の俯角減衰量の表に、水平面での隣家

の端での距離（つまりタワーの根本から

隣家まで端までの距離）と垂直面での距

離（タワー１８メートルから人間の伸長２メ

ートルを減じた距離）から、隣地の端まで

の角度を求め、それを俯角減衰量の図

に当てはめて、減衰量を求めるのである。

文字で書くとややこしいが、整理しながら

計算していくと、理解できた。同日減衰



量は、HF帯でもあり、気持ち程度の減衰

であったが、一応掲載した。この計算は

関東総合通信局にアマチュア無線用に

用意されており、必要なデータを入れる

と、電波防護指針をクリアしているかがす

ぐに判定できる。 

 これらに、リグとエキサイターの送信機

系統図、近隣の家の配置とアンテナまで

の距離などを入れて申請した。 

 ま た 、 電

力 を 測 定

するために、

ダ ミ ロ ー ド

があった方

がいいとい

うことであっ

たので、発

注した。輸

入品となる

ため、だいぶ時間がかかった。前もって

発注しておいてよかったと思う。かなりの

時間がかかった。当日の検査でも電力

はこのダミロードを使って行った。ダミロ

ードは、大きな空の缶に抵抗が入ってい

る形で届く。ユーザーはその缶にサラダ

オイルを入れるのである。３．６Lほど入っ

た。１キロワットを入れると、数分で上の

方が熱くなる。電波のエネルギーを手で

感じることができた。 

 

（３）無線局指定変更・変更許可通知書

が来る 

 書類審査が下りると、いよいよ本格的な

試験電波を出しての準備が始まる。ここ

で決断しなければならないことが、落成

検査を総合通信局に行ってもらい直接

免許状を受け取るか、登録検査等事業

者に点検をしてもらい、その結果を総合

通信局に報告し、それから免許状をもら

うかである。登録検査等事業者制度によ

る点検は、平成２３年に始まった制度で、

従前の検査時にはなかった制度である。

私は、ＷＥＢでかなりの落成検査の報告

を読んだ。また、登録指定業者のホーム

ページも見た。全体的印象として、登録

検査等事業者制度を使った方が、検査

の敷居は低そうである。「すぐにでも日程

が合えばできる。」「土、日でも対応でき

る。」「親切に教えてくれる。」ということで

ある。総合通信局からの文書の中にも、

業者名がいくつか載っていたが、函館に

はない。そうすると交通費もかかりこちら

持ち、点検料も通信局の検査よりも高い。

それに加えて、一度であるが、総合通信

局（当時は電波監理局）の検査を受けて

いる。そうなると、答えは、あまり悩むこと



もなく出た。総合通信局の直接の検査と

決めた。 

それが決まると、いよいよ近隣の家の

調査開始となる。我が家は、一応住宅街

ではあるが、住宅裏側の土地は使われ

ておらず住宅もない。したがって、横並

びの住宅と向かい側の住宅 5 軒を調査

することにした。隣家の一つと、向かい側

の家は空き家であったことは、少しながら

安心材料ではあった。調査は９月１４日

（土）の夜及び１６日（月・祝）の日中の２

回に分けて行った。土曜日の日中に、一

軒５００円程度の手土産を携えて、チラシ

を持って、一軒一軒回って、その場で、

異常はないか確認し、更に調査の協力

をお願いした。その時不在だった方にも

夕刻にお会いすることができ、調査のお

願いは全てすることができた。 

 試験電波は、1.9 から 50 メガまでの 10

バンドで行った。調査時間 1 時間で 10

バンドの試験電波を出すためには、１バ

ンド６分ということになる。各バンドで、「Ｖ

ＶＶ ＤＥ ＪＨ８ＣＢＨ」を繰り返した。１４メ

ガでは、試験電波にも関わらず、コール

してくるＤＸの局もおり、せっかくなので、

レポート交換のみ送るなどのハプニング

もあった。「１ＫＷはこわい。」という感覚

は、今でもある。しかし、ここでパワーをケ

チって、免許後に、「実はインターフェア

が出ていた」では、済まないので、全バ

ンドフルパワーで電波を出した。この調

査は、前述の通り、夜間帯と日中帯の２

回行った。 

 月曜日、いよいよ調査結果の集約であ

る。不在のお宅もあったが、何回か回っ

て全ての方とお会いすることができた。

いずれもＴＶＩをはじめインターフェアは

なかったということで、住所、氏名、そし

て押印をしていただき、近隣の調査を終

えた。 

 落成検査に関わる諸準備の中で、これ

が一番「重い」ものであり、それがクリアで

きたことで、相当に私の気持ちは「軽く」

なった。実質、１ｋｗを出して運用すること



はそんなにないと思うし、普段から１ｋｗ

を出しっぱなしにするつもりもない。普段

は一応「出力５００ワット」とは言っている

が、実質３５０ワットから４００ワットぐらいの

運用である。そうは言え、つまみを少し回

せば、１ｋｗまで空中線電力を上げて運

用することができることから、取れそうで

取れない局がいれば、つまみを上げるこ

とも十分に考えられる。今後においても、

インターフェアには、十分気を配ってい

きたい。また、どでかいアンテナは、もし

かして近隣にとっては脅威な存在に見え

るかもしれない。安全第一とし、近所付き

合いを大切にしていきたい。 

 無線局指定変更・変更許可通知書に

おいては、リニアアンプの電圧と電流を

測定した書類を提出することが求められ

る。終段管は４８ボルトであり、これに流

れる電流がりにアンプに示される。電力

は電圧×電流×０．５（能率）で計算する。

電流が足りない場合は、ボタンでドレイン

電流を増加させ、１ｋｗに近いところに設

定した。この作業は、ダミロードを使って

行った。ダミロードはかなり熱くなった。と

言っても上の方だけである。ダミロードの

中のサラダ油を循環する装置があれば

いいのにとその時思った。 

 それと、以前は、３．５メガのみの検査

であったが、もしかして、３．８メガも検査

を行うかもしれないということをいくつか

のＷＥＢから情報入手をしていた。さて、

どうするか、「３．８メガは今のところほとん

ど出ることがない。本格的にやるまでもな

い。」という判断で、３．５メガのワイヤーを

折り返して、３．５メガに同調させることを

考えた。計算してみると、１メートル５２セ

ンチほど、折り返すといい。ただ、折り返

すことで、本当に電気的長さがぴったりと

短くなるのか、疑問もあった。一応私のＳ

ＷＲ計で測ったところ、まずまずのＳＷＲ

に収まっていた。もう少し検討を加えるた

め、いつもお世話になっているローカル

局にアンテナアナライザーをお借りして、

ちょうど、３．８メガになるように長さを調整

した。最初に調整した長さより２０センチ



ほど短くしたところで、ぴったりとＳＷＲが

落ちた。その折返し場所にビニルテープ

を巻き、印をつけておいた。２階の部屋と、

3.5 メガのダイポールの端のポールまで

何往復かして、多少くたびれたが、３．８

メガの同調がうまく取れて、苦労も吹き飛

んだというものである。 

 書類が整うと無線設備変更工事完了

届と共に通信局に提出した。変更検査

料は、収入印紙で支払い、１１６５０円で

あった。検査後に思ったのであるが、こ

れ以外に支払ったものはなし。北海道通

信局の方２名が、ＪＲに乗って函館まで来

て、検査をして日帰り。一日仕事である

が、交通費などの負担はなしである。 

 落成検査の期日は、総合通信局との

電話のやりとりで決まった。１０月３０日の

午後。係官二名を派遣し、検査を行うと

いうことであった。 

 

３ 落成検査当日（１０月３０日） 

 その日は、若干の風はあったが、良い

天気であった。１時間目と２時間目の授

業を終えて年次休暇を取り、函館へ。最

終点検をして、待ち合わせ場所へ向か

った。１３時３０分、市電の終点での待ち

合わせである。私は、「北海道総合通信

局様」と書いたボードを持って、１時頃、

湯川へ向かった。すると何分もしないうち

に、「総合通信局の者です。」とボードを

見て、声をかけてくれた。待ち合わせ時

間より早く来てよかったと思った。お二人

ともお若い方であった。以前の落成検査

では、だいぶ年上の方に思われたが、２

０年という年月が経っており、自分の年

齢が上がった成果もしれない。 

 私の車で、２名を乗せて、自宅へ向か

った。 家に着いて最初に、名刺交換を

して検査に入った。 

 最初は、ダミロードを終端にしての空中

線電力の測定であった。アマチュア無線

以外の現場では、Ｎ型コネクタが多いの

だろうか。Ｍ型の変換プラグを探して、無

事結線することができた。かなり高精度

そうな測定器だった。私は事前にリニア

アンプの電力表示で、エキサイターに６０

ワットから７０ワットを入れて、１キロワット

がでるように調整していた。しかし、実際

のその計器で測定すると８５０ワット前後

であった。５０メガがちょっと心配ではあ

ったが、８００ワット以上出ていたので少し

安心した。でもいずれのバンドでも申請

している１キロワットは、出ていない。全

バンドの検査を終えて、検査官の方、「こ

の位出ていれば偏差内ですから、大丈

夫ですね。」 

 次は、隣家のＴＶＩの調査である。事前

に調査をしているとは言え、全バンドで、

細かく全チャンネルを見ているという保

証はない。その一方、テレビは今やデジ

タル。そして、函館山は見通し距離にあ

り、電界強度は強い。「大丈夫、大丈夫。」

と自分に言い聞かせて調査開始。隣家

の奥さんには、前週のうちに在宅を確認

しており、当日もスムーズにテレビの検査

を受け入れてくれた。検査官の一人が隣

家に入り、テレビのチェック。もう一名が

私のシャックにいて、電波の発射状況を

伝える。以前の検査の時は、トランシー

バーで連絡を取っていたが、今回は、ケ

ータイ電話であった。１．９メガから始まっ

た。「ＶＶＶ ＤＥ ＪＨ８ＣＢＨ（繰り返し）」



「ただ今、１．９メガヘルツ帯で電波出し

ています。」「異常なしですか、了解。次

３．５メガヘルツ帯いきます。」という具合

に勧められた。「異常なしです。」という返

事が返ってくるごとに安心した。３．８メガ

はアンテナの調整があるため、最後にし

てもらった。３．８メガヘルツ帯を除く全バ

ンドで異常なしとなると、心は軽かった。

落ち着いて、３．５メガのダイポールを３．

８メガに合うように調整し、前述と同じよう

に、試験電波を発射した。「異常なし。」

である。 

 続いて、書類の確認である。書類と言

っても、必要だったのは、無線従事者免

許証と無線局指定変更・変更許可通知

書ぐらいのものである。無線検査簿、法

令集、時計などは、法令改正により備え

付けの義務がなくなっている。 

 最後にアンテナ、家屋との配置関係の

実態確認である。アンテナの説明をして、

アンテナから自宅まで、隣家までの距離

について目測で確認した。これも合格で

ある。 

 再びシャックに戻り、「以上で検査は終



了しました。書類を作成しましたので、

少々お待ちください。」二人の検査官は、

打ち合わせしながら、検査結果に係る書

類を作成した。 

２，３分で、「それでは、落成検査の結

果をお知らせいたします。」二人の検査

官と対面する形で、検査結果を受けた。

「検査は『合格』です。指示事項はありま

せん。」と話し、検査結果と１ＫＷの免許

状の交付を受けた。 

湯川の電停まで、講習会の講師のこと

やラジオ教室などでおしゃべりをしなが

ら、「アマチュア無線の発展のためにが

んばってください。」と言われ、「今日は、

札幌から来ていただき、ありがとうござい

ました。」という言葉で、別れた。 

二度目ということで、気持ちに多少の

余裕があったことは否めないが、終始、

和やかな落成検査であった。 

 

４ 最後に 

結果論になってしまうかもしれないが、

近隣のインターフェアさえなければ、あと

はほとんどが書類審査である。インター

フェアについては、当局検査であろうと、

登録検査等事業者であろうと、アウトであ

る。インターフェアがあった場合は、登録

検査など指定業者の方が、その対策へ

の有効なアドバイスを受けることができた

のかもしれない。当局検査は敷居が高い

ということも感じない。きちんと筋が通っ

ていれば、当局検査で十分だというのが

私の思う結論である。 

 １ＫＷの出力を出すということに対して

は、いろいろな意見があると思う。しかし、

アマチュア無線に人生を賭けている者と

しては、いつかは目指したいことでもあっ

た。 

 今、４５年前のあのパンフレットの最終

ページに載っていた無線設備を備えた

ことになる。子どもの頃の夢をかなえたこ

とになる。全くの幸せ者である。 

 「これからの夢は？」と聞かれたならば、

アマチュア無線の益々の発展のため、

講習会講師としての務めを全うしていくこ

と、そして、新たにアマチュア無線を始め

ようとする人たち、一度遠ざかった人たち

の発掘である。私が子どもの頃、周囲の

大人の人に、アマチュア無線の魂を教え

てもらったように、私も、同世代、そして

次代を担う若者たちに、アマチュア無線

の魂を語っていきたいという思いである。 

 


